	日時
	令和８年6月30日（火）10:00～12:00

	場所
	湖南市役所 東庁舎 3階 大会議室


令和8年度 第1回 湖南市地域公共交通会議 議事録
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事務局
	あいさつ

本日はお忙しい中、第１回湖南市地域公共交通会議にご出席いただき誠にありがとうございます。

また、日頃より湖南市の地域公共交通の推進にあたり、それぞれのお立場からご理解とご協力をいただいておりますこと、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。

さて、地域公共交通を取り巻く環境は、人口減少や高齢化の進展、運転手不足、利用者ニーズの多様化など、大きな転換期を迎えています。一方で、移動は市民生活や地域経済を支える重要な基盤であり、将来にわたって持続可能な仕組みを構築していくことが求められています。

そのためには、行政だけでなく、ご出席いただいております関係者の皆さま、そして地域や利用者も含め、多様な主体が知恵を出し合い、それぞれの強みを活かしながら取り組んでいくことが重要であると考えております。

また、本年度は市の組織体制が大きく見直されました。地域公共交通を重点的に推進するため、新たに「交通政策課」を設置するとともに、総合政策部には「地域移動支援統括室」を新設しております。このような組織体制のもと、今年度は、本日議案としてお諮りする「区域運行への転換」をはじめ様々な取組に挑戦してまいります。

そのためには、従来の枠組みにとらわれることなく、新しい発想や新しい連携に果敢に挑戦し、持続可能な地域公共交通の実現につなげていきたいと考えております。

最後になりますが、本日は、それぞれのお立場から忌憚のないご意見やご提案をいただき、湖南市らしい持続可能な地域公共交通の実現につなげてまいりたいと考えております。
限られた時間ではございますが、どうぞよろしくお願いいたします。ここからは会長に進行をお願いしたいと思います。
それでは、よろしくお願いいたします。

おはようございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。この会議は利用者とサービス供給する人たちみんなで知恵を出し合って、お互いが歩み寄って良いものを作っていこうという会議ですので、いろんな立場のご意見ありますが、そのどこかで道筋を見出して、今後、湖南市、これからグランドデザイン作ります。そのヒントにもなるようなご意見を出していただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

（１）報告事項
■報告第1号「役員及び委員の選出について」

資料1-1、1-2により説明

ただいま説明のありましたこの報告第1号につきまして、皆様からご意見、ご質問等ございますでしょうか。はい、ありがとうございます。ただいまの案もって進めさせていただきます。指名させていただきました皆様におかれましては、大変お忙しいところ恐縮ですが、本会議運営につきまして何卒ご協力よろしくお願いいたします。そうしましたら副会長ならびに部会長はお席の移動をお願いいたします。

■報告第2号「湖南市地域公共交通推進体制について」

資料2により説明

ありがとうございました。ただいまの説明にございました報告第2号につきまして、今回大きな柱の大学との連携協定ということで、大谷大学との連携協定もございました。それにつきまして、委員から補足あればお願いいたします。

おはようございます。先ほどですね、ご説明いただきました通りですけれども、地域交通のグランドデザインの作成ということで、本学と連携協定を湖南市と結んでいただいたということでございます。資料にも記載の通りですが、調査分析の支援と住民参加型の取り組み支援等を、本研究室で実施してまいりたいというふうに思ってございます。これまでも兵庫県や京都府内の自治体でも、同様の取り組みを学生とともに取り組んでまいりましたので、そうした知見も活かせられればというふうに思ってございます。また、既存の地域公共交通計画や総合計画を基礎としながら、そこから例えば、滋賀県内でも湖南市は、外国籍の住民の方が非常に多いという特徴もございますし、なかなかその計画で拾い切れてない部分を今回のグランドデザインにもぜひ反映できればというふうに思ってございます。ぜひ地域の方々に関与を促しながら、定量的なデータに関しては湖南市さんの方にお願いしつつ、定性的な住民の声を本研究室の方で拾いながらグランドデザインの方に反映させて、そして市民の方に分かりやすいような、基本構想をお示しできればというふうに思ってございますので、今日は5名の学生が来ており、滋賀県にもゆかりのある学生でございますので、学生の目線からですね、分かることも含めてですね、調査を進めてまいりたいと思っておりますので、ぜひご指導どうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。

ありがとうございました。今日は学生さんが参加されているということで、期待が高まっています。みんなで合意形成をしていくんだっていうことを、学んでいただいて、それを現場でしっかりやっていただければと思います。それからもう一つ、事務局の事前の意見照会としまして、委員から、市の組織で新設された地域移動支援統括室の役割、またその動きについてお聞きしたいということを、書面にていただいています。この件につきましては、委員に説明をいただきたいと思います。お願いいたします。

失礼いたします。先ほど事務局の方からも何度かご説明をいただきましたが、本市におきまして、今年度より総合政策部内に統括室を設置いただきました。大きな役割としては2点ございます。まず、本市では、本年4月に第3次総合計画が策定されました。その地域課題の一つに、移動手段の確保と充実というところを、多くの市民の皆様からお声を頂戴したということでございます。こういったことから、公共交通を取り巻く環境が、年々厳しくなる中、その解決には、交通部門の枠を超えて、福祉やまちづくりといった、各分野との横断的な連携を包括的なアプローチから実施をしていくということが不可欠になるというところから取り組むという役割を担っております。2点目につきましては、以前からお声いただいておりますが、将来ビジョンの策定を包括的な観点から実施をしていくというところになります。この部分につきましては、本市でも令和6年度に地域公共交通計画を策定しております。また、滋賀県さんにおかれましても本年に交通計画を策定されました。こういった計画を俯瞰しつつ、市民の皆様の目線も大切にしながらですね、移動の形をしっかり市民の皆様にお示しをしていくという役割を担っております。今後、進めていくにあたりまして、先ほど事務局の話がありましたが、こういったところ進めるにあたりましては、本委員の皆様のですね、ご助言あるいはお立場からご指導いただくということも考えておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。以上です。

ありがとうございました。委員、ただいまの説明でよろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。かなり意欲的な取り組みですので、枠を超えてみんなでサポートして、誰も取り残さないようなことができるようになればなと思います。今までの計画っていうとなかなか現状維持とか現状よりちょっぴり良くしようねっていう中から、かなり未来を見据えて、腹括ってやっていきましょうっていうものですので、みんなで一致団結できればと思います。皆様、今の内容について何かご意見、ご質問等ございましたら挙手にてお願いいたします。

失礼します。今回、意欲的にグランドデザインの策定という提案がありまして。学生さんもご厄介になります。地域の住民もどんどん参加してくれと。非常に期待しております。ただ、これ策定される場合は、これは年度末になるんでしょうか。文章にした形、冊子のようなものが、できないといけないと思うんですけども、これを策定する委員というのか編集係というのか、これにはどの程度市民は参加するのでしょうか。つまり、市民に分かりやすくというのは非常に結構なのですが、分かりやすく一方的に伝えるんじゃなくて、市民が実際、調査に参加していただいたことを、自分らも含めて参加してまとめていくことが必要やと思いますので、当然考えていただいてはおられると思うんですけども、たぶんこの会議の委員のようなものではないと思いますので、具体的に特定の市民に参加いただくという編集段階ですね、そういうことがありますのでしょうか。どのように考えておられるか、お伺いしたいと思います。

はい。ありがとうございます。それでは委員からお願いいたします。

ご質問ありがとうございます。非常に大事な視点というふうに思っております。しかしながら本市におきましては、交通のビジョンに対しまして、先ほど申し上げました令和6年度にですね、湖南市の地域公共交通計画というのを定めております。これは多くの市民の皆様からお声頂戴してまとめたものでございます。また、冒頭申し上げました第3次総合計画におきましても、湖南市でタウンミーティングを実施させていただいて、交通、移動という市民の声をまとめていただいたものがございます。こういったものにプラスアルファとして、今後学生たちがですね、まちづくり協議会を単位とするフィールドワークの方を、7月以降で予定をしております。こういったところから、まずしっかり市民の皆様のお声をですね、データ分析を含めて、取り組むところから始めさせていただこうと思っております。そうしたお声をですね、集約し、一定の構成が見出せましたら地域公共交通会議の場、あるいは自動車部会の中で、こういったものもですね、しっかり活用していこう、そういったような進め方をしたいと思っております。以上です。

ありがとうございます。あの、たくさんの方が関わられるということですが、実際の編集は私らに見せていただけるんでしょうけども、実際の編集は事務局というか市の方でされるという形でしょうか。

はい、その通りでございます。

はい。分かりました。ちょっと不満が残りますが、ありがとうございます。

失礼いたします。あの、大変貴重なご指摘ありがとうございます。今、ご指摘いただいたところもですね、しっかりと考えながらですね、できればあの地域の方々とのやり取りというか、そこを大事にしていきたいというふうに思ってございまして。素案という形でお示ししながらですね、そこからご意見いただきつつですね、それを盛り込んでいきながらという形で、一方的な方向でグランドデザインの策定にならないような形で、双方向というか多方向的な形でですね、あの策定してまいりたいというふうに思っておりますので、また、ご意見等いただければというふうに思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。期待しております。

ありがとうございました。他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

（２）協議事項
■第1号議案「令和7年度事業報告について」
■第2号議案「令和7年度収支決算報告について」

資料3-1、3-2、4-1、4-2により説明。

ありがとうございました。ただいまの説明がございました第1号議案ならびに第2号議案につきまして、皆様からご意見、ご質問等ございましたら、お願いいたします。

2点お伺いします。まず1点目、それまでにちょっと私事ですが、先日26日、台風のすごかった日に、あのJRのほぼ一日運休しておりました中、めぐるくんについては定時運行を確保すべくものすごく努力いただきましたこと、心からお礼申し上げます。感謝申し上げます。質問です。石部循環線の乗客減、主には高校生かなと思うんですが、これ具体的な理由は、把握されておられるのでしょうか。生徒数の減少かな、住んでる地域が変わったのかな、あんまりダイヤは変わってないと思うんですが。それについて、その現状が変わらないということであれば、将来、例えば、減便やとかルート変更やとかは、あの本年度中に考えないといけないことなんでしょうか、っていうのが1点です。もう1点は、前年度の計画のどこかにあったと思うんですが、モビリティ人材育成事業というのと、それから湖南市交通施策庁内検討会設置っていうところがあったと思うんですが、これについては、どのようなことをされたのか、あるいは今年度グランドデザインで発展的に解消していくのか、そのへんお伺いできればありがたいです。

１点目にいただきました石部循環線の件ですが、石部高校の生徒数が減少しているかというところまでは申し訳ございませんが把握できていません。ただ、今年に入りまして、4月5月の石部循環線の乗客数の推移を見ていますと、まだ増えたり減ったりしている状況ですので、今年度は様子を見ていかないと減便するかどうかというところまで話が発展していくか分からない状況となっています。
2点目のモビリティに関する庁内検討会でございます。こちらに関しましては、移動支援に関する分野が福祉や医療等、多岐にわたりますので担当者に集まっていただき、多様な議論をさせていただいたところです。そのあたり詳しくは総合政策部の委員から説明していただきます。

2点目のモビリティ人材育成の話が出ました。今年度、あるいは今年度以降の方向性といたしまして、現在、医療機関と従事者、あるいは大学関係者等々と構成する、新たな事業創出を目的とするモビリティの人材育成ということで、国の方に現在申請をしている段階でございます。おそらく7月以降に、そういった採択がされるのか、あるいは不採択になるのか、というところで現在取り組みを進めているという段階でございます。7月以降採択されました場合につきましては、今申し上げました庁内の横断的な連携も含めまして、私ども福祉部門、あるいは、医療関係部門とも含めまして、今後、新たな事業創出ができないか、というところについて取り組みを進めさせていただく予定をしております。以上でございます。

期待しております。継続されているということは誠にありがたいことです。

ありがとうございました。他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、こちらの採決に移らせていただきます。第1号議案および第2号議案の内容につきまして、ご承認いただけます方は挙手をお願いいたします。

（挙手多数）

ありがとうございました。第1号議案および第2号議案は、承認されました。お話ございましたように、石部循環線は当然、高校生の人数で大きく変わりますんで、高校の生徒募集も、大変だと思うんですが、それと一緒に頑張れればいいなと思うんです。また生徒さんたちの乗り場も変わりましたし、生徒さんと一緒にバスをみんなで育てていくような、そんな取り組みが、あの今回のこのグランドデザインをきっかけに、また大谷大学の学生さんたちの手法も学びながら、高校の皆様からも一緒に連携できるような、そういうこと模索できるといいなというふうに思います。何より今、下田地域の方々、しっかりご利用いただけてますので、その方々が、このバス利用して良かったな、というふうに思えるような、顧客満足度が高まるような取り組みをご検討いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。大変いい数字が出てきてるというのは、共有したいと思います。

■第3号議案「令和8年度事業計画（案）について」
■第4号議案「令和8年度収支予算（案）について」

資料5、6により説明

ありがとうございました。ただいまの説明ございました第3号議案および第4号議案につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。
（特になし）
昨年度より大きな変更はないということで。はい、そうしましたら、こちら採決に移らせていただきます。第3号議案および第4号議案の内容につきまして、ご承認いただけます方は挙手をお願いいたします。

（挙手多数）

はい、ありがとうございました。第3号議案および第4号議案は、承認されました。

■第5号議案「地域公共交通確保維持事業について」
■第6号議案「湖南市地域公共交通計画の修正について」

資料7-1、7-2、8により説明
（第５号議案について、竜王町異議なしと回答）

ありがとうございました。初めての方にはですね、ザックリ言いますと、要は、これみんなで頑張って乗っても赤字が出ていますと。それで、この赤字を市だけで補填するのはとても大変ですと。つきましては、国から一部でも構わないので補助してくださいと、満額の補助ではないんです。ですが、補助いただけるっていうことですので、補助を受ける以上、みんなでしっかり路線を育てますよっていうことを計画してください。それも、しっかりこの湖南市で地域公共交通計画っていうのを作って、その上で、その中身を記載してくださいということで、変更があれば記載し直してください、ということで今回、湖南市の地域公共交通計画の中身を修正しますと。その上で、補助金をいただいて、そのかわりみんなでしっかり育てていきますよっていうことの資料なんです。ザックリとそういうことです。なかなかこの中身もいろんな書いてあることは、これ国からの仕様でこういうところを全部埋めてくださいってなっておるので分かりにくいかもしれませんが、その中で、幹となるような路線と、枝葉となる路線について、分けてます。これが幹線とフィーダーみたいな表現なんです。幹線となる路線っていうのは、元々、こちらから近江八幡まで走っていたJRバスが、本数も多くて利用者も多くて、これが昔、幹だったんです。で、それが、今の下田線の路線なんです。それが派生しているのが、元々、湖南市でやっていためぐるくんバスのコミュニティバスなんです。今は全部コミュニティバスですが、元々の生い立ちが違って位置付けも違ってますよっていうことです。ちょっと難しいかもしれないんですが、補助を受けるお作法だと思っていただいて結構です。ちょっと分かりにくいところ、補足してくださいみたいなところはございませんでしょうか。

ありがとうございます。今の説明の趣旨から反するのかも分かりませんが、障がい児者団体として気になったところ、バスの購入は今回に限ったことではなく、順番にしていただいてると思うんですけども、今回の購入の内容がもし決定しておられたら、どのようなバスを何台ぐらいというのか。いろんな形のバスがありまして、特に大きいバスは乗りにくいとかいろんな苦情を聞いておりますので、どのようなことを考えておられるのか、お伺いできればありがたいです。あの、賛成反対はいたしませんので。

今回、購入させていただくのは、１台になりまして、ポンチョ型と言われる少し小さめのバスになります。ノンステップバスとなっておりますので、本市でお使いいただいているバスの中では乗りやすいタイプとなっています。

ありがとうございます。ノンステップ型だということで、結構やと思うんですが、ただ、猫バスってありますよね。あれもだいぶ長いこと頑張ってくれてますけど。猫バスは、高齢者から評判が悪いんです。座席が小さい、少ない。冬は扉が大きいので寒い。実はノンステップやと、足の不自由な人は使いやすいというのは確かにあるんですけども、乗客が増えてくると、不自由な人が前の方の本来座ってもらう楽な席に座れなかったりということがあるので必ずしも便利とは限らないということを特に市役所の担当も変わっていかれますので、認識していただいた上で協議いただきますようお願いします。実は一番乗りやすいのは、だいぶ昔に走っていた小さい小さいマイクロバスやったり、個人的にはワゴン型だったりするわけです。よろしくお願いします。

貴重なご意見ありがとうございます。

他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。そうしましたら、まず第5号議案について、皆様にお諮りさせていただきます。また本日ご出席いただいております竜王町未来創造課様も議題の参加をお願いいたします。では、第5号議案、地域公共交通確保維持事業につきまして、ご承認いただけます方は挙手にてお願いいたします。

（挙手多数）

はい、ありがとうございました。皆様のご承認をいただきました。続きまして、第6号議案に移らせていただきます。こちらにつきましても、ご承認いただけます方は挙手をお願いいたします。

（挙手多数）

はい、ありがとうございました。第6号議案も、承認されました。

■第7号議案「夏休みバス無料乗車体験（案）について」

資料９により説明

ありがとうございました。ただいまの内容につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いいたします。

すいません。アンケートの回収率が8%、これはもったいないと思いますので、何か努力工夫できることは考えておられるのでしょうか。お願いします。

回答率を上げるためにいろいろ検討したのですが、インセンティブがある点が、利用者がアンケートに答える一番の目的になっていると思います。その点につきまして、去年が抽選で20名様に図書カード500円分をお配りするということを今年は30名様に図書カードを1000円分をお配りさせていただく形で変更させていただきまして、そのあたりも地域公共交通会議の予算に反映させていただいてますので、ご理解いただければと思います。以上です。

ありがとうございます。努力していただいてることで何も申し上げられません。お願いします。

他いかがでしょうか。これ大変、今後の子供たちの成長の中のきっかけとなる大事な取り組みですので、ぜひ構成メンバーの皆様方からも、8月が近づいたらこういうのやってるでっていうことを、お知り合いの方々に、お声がけいただければなと思います。お声がけが一番大事ですので、どうかよろしくお願いいたします。他いかがでしょうか。
それでは、この案につきまして皆様にお諮りさせていただきます。第7号議案につきまして、承認いただけます方は、挙手にてお願いいたします。

（挙手多数）

はい、ありがとうございました。第7号議案も、承認されました。

■第8号議案「区域運行（案）について」

資料10により説明

ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。

あの私、美松台ルートが大変だった時も委員をさせていただいて、質問もさせていただいていたものですから、いろいろ気になってたんですけど、いろいろ対応いただきましてありがとうございます。ちょっと伺いたいんですが、この地域輸送ですから、これは制度的にはちょっとまたコミュニティバスとは別の制度として理解したほうがよいのでしょうか。というのがまず1点です。で、ちょっと立ち入ったことになるんですが。以前、2年前だったか、あの路線を大規模に改編された時、ひばりヶ丘ルートとかのルートが変わった時にも、地域説明会を丁寧にやっていただいたと思うんですが。あれは確か、この議案に変更の議案がこの会議に諮られるまでにされたと思うんですが、今回、この諮った後にも住民説明会ということで。前回の改正の時に、私が知っているその地域代表の方は、まだ正式に決定してないのにもう決まったようなことでいろんな要望をちゃんと聞いてもらえなかったというような、ちょっと感情的なお意見いただいたりしましたもので、今回、住民説明会が地域公共交通会議の決定の後となりますと、またやらなくてもよい喧嘩をしなくてはならない、というのは大変だと思いましたので、私の認識不足かもしれませんが、ここで一旦合意を確認した上で、書面議決のような形で、住民説明会がひと通り終わった後で、採決というのか決定するということは可能なんでしょうか。以上です。

まず制度の形についての説明があったかと思います。制度では法令で路線定期運行、路線不定期運行、そして区域運行という3つのパターンがあります。地元の説明会では路線定期運行、現状の運行の方法と区域運行という形で説明させていただきました。大きく変わるのが、電話をして、そのお声に対応してお迎えに上がるということになりますので、これまでは路線定期運行でしたので時刻が決められている、かならずその停留所を通っていたという形でしたが、今回では電話でのデマンドという形になりますので、もしその停留所を活用する方がその時間帯になければ、そこはショートカットして、その停留所を飛ばして、運行することが可能となっています。極端なことを言えば、もしその時間帯で全く利用者がいない場合は、そのルートに車両を走らす必要がなくなるということですので、そのあたりが収支率の改善に繫がるかなと考えております。

2点目のご質問ですが、実証実験の際に地域のお声を簡略化して進めさせていただいた経緯があったいうことで今理解をさせていただいていますが。

美松台のことではないです。2024年のたとえば。

すみません。私が勘違いをしておりました。

もちろん、美松台の時も入るのですが、そちらは十分に対応いただいていると思います。

今のご質問は日枝山手台の関係でそのバスの路線の大規模な変更があった時ですね。
その時は、2024年問題でドライバーの担い手さんが不足していたこと、ということで市の方でもコミュニティバスの便数を見直しさせていただいたという経緯がございます。日枝山手台に関しては、その時、乗降調査によりまして、利用者の方が少なかったということで、客観的な材料をもって便の方、停留所をなくさせていただいたという経緯がございます。

少しまだ、私と感覚が違うように思えますので、あまり日枝山手台の話はしたくはなかったのですが、ひばりが丘線の時間が変わりましたよね。そのことに対して言っているのではなくて、その話し合いの時に、まだ正式に決定していないのにも関わらず、決定したので変えられません。というような雰囲気の答えを住民は聞かれたとおっしゃるので、今回、それを踏まえて考えますと、ここで決定してしまうと住民の人が決定してしまったのだなという印象を与えますので、ここで合意形成をした上で、あとで書面議決のようなことは可能でしょうか。日程的にということをお聞きしたかったです。

先ほどご説明させていただいたとおり、8月に地元説明会を開催させていただくということで、その前段としてこの会議の中でおおまかな制度設計に関しまして、合意を図りたいと考えています。そして8月の利用者説明会の時には、利用者の利便性を高めるというようなことで、しっかりと声をお聞きして、それを反映した上で最終的にそれが終わった後に、確定したものをこの公共交通会議でお諮りをさせて頂きたいと考えています。

ありがとうございます。これいつ頃になりますか。10月始まってしまいませんか。

8月の地元説明会の日程は大体決まっていますが、8月の中下旬あたりで進めさせていただきたいと考えています。それから速やかに調整をさせていただいてお諮りをするということですが、その会議の開催方法に関しては、地元説明会でどういったご意見があるかということを会長とご相談させていただいた上で、どういった開催方法にするかというところを協議した上で進めていきたいと考えています。その中に、おっしゃっていただいた書面審査も方法のひとつであると考えております。

ありがとうございます。承知しました。

他いかがでしょうか。

今回区域運行されるということですけども、これから住民の方に説明されると思うんですけども、乗降場所を、必ず守ってもらえるように、これを強く周知をしていただきたいんです。タクシー車両が予約をすれば、来ますので、おそらくですけども、乗り合い率は低いというふうに思っておりますから、ほぼ貸切状態の時もあるでしょう。そうすると、安いタクシーと、勘違いされるというふうなことが、他の市でも結構あるので、そのバス停のちょっと先に自分の家があったりすると、そこで停めてとか、その先のコンビニで下ろしてとか、そういうことをよく言われるというふうな話も聞いてます。そうなると乗務員さんが困らはりますから、必ず乗降場所、それを守っていただくように、強く周知の方をお願いします。以上です。

今の大事なご指摘ですので。ぜひデマンド型乗り合い「タクシー」、タクシーという名前絶対使わないでください。デマンド型乗り合い「交通」。車両はタクシーなんだけれども、サービスはタクシーではない。ここの段階から大きな失敗がでていますので、そういったところもご注意ください。

他いかがでしょうか。

ご質問になるんですけども。今回区域運行ということで、今年度は、今の路線バスの状況を維持しながら段階的に施行されていくということで。今回時刻表の日程をお持ちだったということで、一方でショートカットのご説明もあったと思うんですけども、例えば、2つの停留所で、予約があった時に、その効率的な運行が可能なのか懸念しています。そのあたりどのように考えられているのかということ。それと3ルート、去年の実績見ましても、それなりに乗っておられるがいらっしゃいまして、令和６年４月で言いますと、全部で600人ほど乗っていただいていると思いますけれど、そのあたりのコールセンターというか、タクシー事業者側の対応っていうのはどのように考えられていますか。

まず、２つの停留所でいわゆる一区間でのご予約となった場合の対応ですが、前回の実証実験の際に、それぞれの停留所で非効率であったときには、
タクシーをそれぞれ出しているという状況でした。今回は、しっかりと厳密にそのあたりは乗り合いでというところを周知させていただきたいと考えています。２点目でございますが、一定の利用者がいらっしゃるというところのコールセンターの体制についてですが、そのあたりに関しては、７月に運行事業者を決定させていただきたいと考えておりますので、その体制につきましては、公募条件でしっかりと対応していきたいと考えています。

他いかがでしょうか。私からですが、住民説明会は利用者に必ず参加してもらうようにしてください。あの利用してない人たちはすごく夢のあることを言います。で、今回のエリアの空間見ていくと、圧倒的に車が便利なんです。デマンドって15分ぐらいの距離で、デマンド予約して家で15分待ってる間に車運転しちゃえば早く着きますから。だから車使ってる人たちが、このデマンドに移行する夢とかは持たないでください。一番大事なのは、今使っている人たちが、問題なくデマンドに移行できるように、しっかり周知とご理解いただきたい。今までのバスのほうが良かった、っていう声はいっぱい出てきます。でも、今回デマンドになることで随時性があがるっていうことと、目的地に乗り換えなしで行けますよ、っていうところをしっかり説明いただきたい。また目的地も、やる前にいっぱい目的地を作ってと言われます。京都まで乗りたいっていう人も出ます、絶対。そういうものなんです。そうではないですよと。皆様方が、最低限、駅に行くことと、病院に行くことと、お買い物に行くことをサポートします。そういう乗り物なんです。もし京都に行きたかったら、タクシーさん予約して使ってくださいということを伝えてください。そこをうまく落とし所ができなかったので、失敗する例もたくさんございますので、そうならないように、今回はスモールスタートなんですということを、しっかり地域の議員の方々にもご説明いただきたいんです。ここが一番肝ですので。何よりも利用されてる方々が納得するようなものにしていただきたい。今日の説明にもあったかと思います。失敗してはいけませんので、ぜひそのあたりご理解いただければと思います。実施後、大幅に増えるということはございませんので、それは議会にも言っておいてください。なぜならば、現在の利用者数を月で割ると、大体4人から6人、よくて7人ぐらいですね、1日。1日7人ぐらいがいま、行って帰って、1人が行って帰って、そしたら2人分となりますがいま、半分、4人から7人ぐらいなんです、1日。ということは、乗り合い率は1.0に限りなく近くなる。それが問題だと思わないでほしいんです。利用が少ないことが問題ではなくて、車持ってる人たちが使うことはないですから。車ない人たちが、今お困りなのでどうにかしたいっていうのがスタートラインです。なので、利用が多い少ないかではなくて、本当に車がなくてお困りの方たちがしっかりご利用いただけてるかどうかの実施をいただきたい。そして、次の段階として、嫌々ながら車運転している人たちが、それだったら車の運転怖いからやめて、デマンドにいくほうがいいわとなってくれるのが、次のステップです。もしくは、送迎で忙しい時に駅まで送りに行かなきゃいけないとかと思っている方々が、いや、それだったら、デマンド使って帰ってきていいよっていうふうに移行してくれるのが第2段階。それらがいいなとなっていくと、車使ってる人たちが、ちょっと乗ってみようかとなるんで、時間はかなりかかります。いきなり、デマンドを入れたら利用者が劇的に増えたっていう例がまずございませんので、そういう前提で、ゆっくりやっていきましょうねっていう合意を諮ってほしいんです。よくあるパターンが、いや、そもそも1日5人ぐらいしか乗らないものをデマンドにして、同じような人数だったと、デマンド交通に何か問題があるに違いない、じゃあ無料キャンペーンをやるとか言って、どつぼにはまることがございますので、このまちだけは、どつぼにはまらないことを期待しております。今、言いましたのでよろしくお願いします。他いかがでしょうか。
今、デマンドをいろんな地域の事例見てます。ここのバスも合併前からずっと乗っていますが、湖南市になる前から。それ以降、路線大きく変わってなかったですし、運賃すら変わってないんです、25年前から。その中で、今新しい試み、うまくいって欲しいと思っていますので、どうか湖南市らしいしっかりしたいいものを期待しています。
その他はよろしいでしょうか。そうしましたら、この案につきましても、皆様にお諮りさせていただきます。第8号議案につきましても、承認いただけます方は挙手をお願いいたします。

（挙手多数）

ありがとうございました。第8号議案も承認されました。先ほどご指摘ございました通り、あの住民の皆様方との説明会が終わった後に、もう少し詰めた内容を皆様にお諮りいたします。形としては、いろんな形ありますが、もしかしたら書面開催の場合もございますので、その時にはよろしくお願いいたします。

（３）その他
■報告1「令和9年度停留所名称変更について」

資料11により説明

ありがとうございます。ただいま報告ですが、この件につきまして、委員の皆様からご意見等ございませんでしょうか。

これは改正される時に例えば、看板の付け直しとか、それからバスの車内放送の変更とかは、これはどこの予算からとられるのでしょうか。お願いします。

看板自体は、毎年時刻表を張り替えいただいていますので、そこの記載名が変わる形になりますので、予算自体の変更はございません。車内放送につきましては、年度末に一括でバスの中身の更新を行いまして、車両の整備費としての支出となります。そこについては運行業者様の方からお見積りをいただきまして、その中で予算から支出することになっています。

ありがとうございます。

他はよろしいでしょうか。
そうしましたら以上をもちまして、本日予定しておりました内容はすべて終了いたしました。委員のみなさまにおかれましてはご審議、ご意見等をいただき、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。では、進行を事務局にお返しいたします。お願いします。

閉会あいさつ

会長、円滑な議事の進行ありがとうございました。最後に、湖南市地域公共交通会議の副会長より閉会のご挨拶をさせていただきます。

本日は、長時間にわたりご審議いただき誠にありがとうございました。委員の皆様には、それぞれの立場から貴重な、ご意見、ご提案いただき、心より感謝申し上げます。地域交通、公共交通を取り巻く環境は、大きく変化しておりまして、これまでの考え方や手法だけでは対応が難しい課題も増えております。そのような中で、本日の会議では、多様な視点から活発なご議論をいただき、改めて本市の公共交通は行政だけでなく、多くの関係者の皆様とともに考え、育てていくものであるなと感じておるところでございます。冒頭ですね、都市建設部長の方から申し上げました通り、湖南市では、本年度、総合政策部に地域移動支援統括室を設置いたしまして、部局横断による取り組みを一層推進してまいります。さらに「地域交通グランドデザイン」を策定し、福祉、医療、産業、観光、まちづくりなど、幅広い分野を横断した視点から、本市の地域交通のあるべき姿を描き、行政だけでなく、地域や事業者の皆様との連携しながら、地域の実情に応じた持続可能な交通体系を構築に向けて取り組んでまいりたいと考えてございます。委員の皆様におかれましては、今後ともそれぞれの立場からお力添えをいただきますようお願い申し上げ、閉会のご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。

これをもちまして、本日の日程はすべて終了とさせていただきます。委員の皆様には、長時間にもかかわらずご審議を賜り、ありがとうございました。



